
（別記様式第１号）

計画作成年度 平成３０年度

計画主体 群馬県 板倉町

板倉町鳥獣被害防止計画

＜連絡先＞

担 当 部 署 名 産業振興課農政係

所 在 地 群馬県邑楽郡板倉町大字板倉２６８２－１

電 話 番 号 ０２７６－８２－１１１１（代）

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０２７６－８２－２７５８

メールアドレス k-nousei@town.itakura.gunma.jp

（注）１ 共同で作成する場合は、すべての計画主体を掲げるとともに、代表となる計画主体

には（代表）と記入する。

２ 被害防止計画の作成に当たっては、別添留意事項を参照の上、記入等すること。



１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

対象鳥獣 ドバト、カラス、カルガモ、ヒヨドリ、スズメ、タヌキ、

ハクビシン、アライグマ、イノシシ、ニホンザル

計画期間 平成３１年度～平成３３年度

対象地域 板倉町全域

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。

２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画を作成する全ての市町村名

を記入する。

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（平成２９年度）

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害数値

ドバト、カラス、 水稲 主に、自家消費用農作物、温室

カルガモ、ヒヨド 麦 被覆材が被害を受けている。

リ、スズメ 飼料用稲

野菜（葉菜類）

温室ハウス被覆材

タヌキ 野菜、温室ハウス被覆材 主に、自家消費用農作物、温室

被覆材が被害を受けている。

ハクビシン 野菜（トマト・トウモロコシ等） ３．７万円 ２ａ

アライグマ 野菜、温室ハウス被覆材 主に、自家消費用農作物、温室

被覆材が被害を受けている。

イノシシ 隣接市町の目撃情報のみ 農作物被害なし

ニホンザル 隣接市町の目撃情報のみ 農作物被害なし

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、水

産業に係る被害を除く。）等を記入する。

（２）被害の傾向

ドバト、カラス、カ 町内全域に生息しており、農作物被害のほか生活環境被害

ルガモ、ヒヨドリ、 も発生している。特に飼料用稲の田植え時期のカルガモに

スズメ よる食害、水稲の出穂時期のスズメ等による稲穂の被害が

町全体に広がることが懸念される。又、他の農作物につい

てもカラス・ドバト等から同様の被害が懸念される。

タヌキ 町内全域に生息しており、農作物や温室被覆材の被害が懸

念される。

ハクビシン 主に住宅地に出没しており、家屋や敷地などでの糞害等が

報告されているほか、トマト（施設）・トウモロコシ（露

地）の農作物被害が出ている。今後、農作物の被害拡大が

懸念される。



アライグマ 町内に生息しており、農作物や温室被覆材の被害が懸念さ

れる。

イノシシ 隣接市町で確認されており、今後町内への侵入が予測され

る。侵入した場合、農作物への被害が懸念される。

ニホンザル 隣接市町で確認されており、今後町内への侵入が予測され

る。侵入した場合、農作物への被害が懸念される。

（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、被害

地域の増減傾向等）等について記入する。

２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。

（３）被害の軽減目標

指標 現状値（平成２９年度） 目標値（平成３３年度）

ハクビシン ３７千円 ２ａ ３０千円 １．７ａ

（注）１ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目標値

を記入する。

２ 複数の指標を目標として設定することも可能。

（４）従来講じてきた被害防止対策

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に関する ・カラス等については、有害鳥獣捕獲隊（館林 特になし

取組 邑楽猟友会板倉支部）へ業務委託し、銃器を活

用して捕獲を実施している。(例年４～９月頃、

年に５～６回)

捕獲個体については、従事者が処理をしている。

・タヌキ、ハクビシン、アライグマについては、

自治体で随時有害鳥獣捕獲許可を出し、箱わな

による捕獲を実施している。

・上記以外については、農林水産業等に係る被

害が確認されていないので、特に被害防止対策

は講じていない。

防護柵の設置等 特になし 特になし

に関する取組

（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課題に

ついて記入する。

２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の導入、

捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・管理、

緩衝帯の設置、追上げ・追払い活動、放任果樹の除去等について記入する。

（５）今後の取組方針



町単独で実施するだけでなく、隣接する市町と実施箇所や捕獲時期などについ

て連携し、広域的な駆除に取り組む。

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標を達

成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

対象鳥獣の捕獲については、群馬県第１２次鳥獣保護管理事業計画により設置

している有害鳥獣捕獲隊（館林邑楽猟友会板倉支部）及び自治体担当者が従事

する。

（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者団体

への委託等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる

者のそれぞれの取組内容や役割について記入する。

２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資料が

あれば添付する。

３ 捕獲等を推進する上で、鳥獣被害対策実施隊員にライフル銃を所持させ

る必要がある場合には、そのことについて記入する。

（２）その他捕獲に関する取組

年度 対象鳥獣 取組内容

平成３１ ドバト 有害鳥獣捕獲隊と連携し、効果的な捕獲器材を導入

年度 カラス して捕獲にあたる。

カルガモ

ヒヨドリ

スズメ

タヌキ

ハクビシン

アライグマ

平成３２ ドバト 有害鳥獣捕獲隊と連携し、効果的な捕獲器材を導入

年度 カラス して捕獲にあたる。

カルガモ

ヒヨドリ

スズメ

タヌキ

ハクビシン

アライグマ

平成３３ ドバト 有害鳥獣捕獲隊と連携し、効果的な捕獲器材を導入

年度 カラス して捕獲にあたる。

カルガモ

ヒヨドリ



スズメ

タヌキ

ハクビシン

アライグマ

（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入する。

（３）対象鳥獣の捕獲計画

捕獲計画数等の設定の考え方

米麦中心の地域であるため、米麦への被害防止を最優先とし、主に鳥類の計画

的な捕獲を行う。

（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設定の

考え方について記入する。

対象鳥獣 捕獲計画数等

平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度

ドバト ２００羽 ２００羽 ２００羽

カラス ２００羽 ２００羽 ２００羽

カルガモ ２００羽 ２００羽 ２００羽

ヒヨドリ ２００羽 ２００羽 ２００羽

スズメ ２００羽 ２００羽 ２００羽

タヌキ ２０頭 ２０頭 ２０頭

ハクビシン ２０頭 ２０頭 ２０頭

アライグマ ２０頭 ２０頭 ２０頭

（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。

捕獲等の取組内容

田植え時期～収穫期の水田において銃器による捕獲を行う。

タヌキ、ハクビシン、アライグマについては箱わなによる捕獲を随時行う。

（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について記入

する。

２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付する。



ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

実施隊未設置

（注） 鳥獣被害対策実施隊員にライフル銃を所持させて捕獲等を行う場合には、

その必要性及び当該鳥獣被害対策実施隊員による捕獲手段、捕獲の実施予定

時期、捕獲予定場所等について記入する。

（４）許可権限委譲事項

対象地域 対象鳥獣

板倉町全域 県から捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣については、

委譲済み。

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委譲を

希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類を記入す

る（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別措置に関する

法律（平成 19年法律第 134号。以下「法」という。）第４条第３項）。

２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する場合

は、該当する全ての市町村名を記入する。

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

対象鳥獣 整備内容

平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度

該当なし － － －

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。

２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す

る。

（２）その他被害防止に関する取組

年度 対象鳥獣 取組内容

平成３１

年度～ － －

３３年度

（注） 侵入防止柵の管理、緩衝帯の設置、里地里山の整備、追上げ・追払い活動、

放任果樹の除去等について記入する。

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそ



れがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

関係機関等の名称 役割

板倉町 有害鳥獣捕獲隊の運営、住民への周知等

館林警察署 住民への避難誘導、情報の共有

有害鳥獣捕獲隊 有害鳥獣捕獲

（館林猟友会板倉支部）

桐生森林事務所 技術提供と支援、情報の共有

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、猟友会等の

名称を記入する。

２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべき役割を記

入する。

３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそ

れがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合は添付する。

（２）緊急時の連絡体制

情報共有 情報共有

桐生環境森林事務所――――板倉町―――――館林警察署

↓指示

有害鳥獣捕獲隊（館林邑楽猟友会板倉支部）

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により記入する。

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

基本的には、たてばやしクリーンセンターにて焼却処分とする。ただし、鳥類

については、有害鳥獣捕獲隊が捕獲等をした現場で埋設処分を行う。

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をした鳥獣の処

理方法について記入する。

７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項

利用に適さない鳥獣種のみしか捕獲していないので、食品等の有効利用は困難

である。

（注）１ 食肉、ペットフード及び皮革としての利用、学術研究への利用等、捕獲等をし

た鳥獣の利用方法について記載する。

２ 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品等として

の安全性の確保に関する取組等についても記載する。

８．被害防止施策の実施体制に関する事項



（１）協議会に関する事項

今後、被害の状況により関係機関等と協議し、設置

協議会の名称 を検討する。

現在は、板倉町が主体となって関係機関等と連携し

対応ができている。

構成機関の名称 役割

－ －

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記入するとと

もに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等の名称を記入する。

２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。

（２）関係機関に関する事項

関係機関の名称 役割

該当なし

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入する。

２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。

３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等があれば添付

する。

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

未設置

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認める場合は、

その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状況、設置予定時期等につ

いて記入する。

２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、その規模、構成等を記入するとと

もに、実施体制がわかる体制図等があれば添付する。

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

特になし

（注） その他被害防止施策の実施体制に関する事項について記載する。

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

特になし

（注） その他被害防止施策の実施に関し必要な事項について記入する。


